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●「世界遺産 屋久島WAON」寄付金贈呈式

７月１４日（金）にイオンモール鹿児島で「世界遺産
屋久島WAON」の寄付金贈呈式が執り行われました。
この寄付金は、イオン九州（株）から「屋久島WAON」
の2022年度利用金額の0.1％を当財団に贈呈してい
ただいたものです。いただきました寄付金（2,487,527

円）は、屋久島の優れた自然の保全や、その自然と
人とが共生する地域づくりの推進などに活用させてい
ただきます。ありがとうございました！

●「県民の日」啓発イベント

７月９日（金）にイオンタウン姶良で「県民の日」イベン
トが行われ、パンフレットの配布やグッズ等の販売、屋
久島環境文化財団のPRを行いました。

来場者には、屋久島を訪れたことがある方や、屋久
島に行ってみたいと興味を持たれた方もいました。

午後からは、まるりんとのクイズやじゃんけん大会も
あり、子どもから大人まで楽しんでいました。

今後も、もっと多くの方々に屋久島の魅力を伝えてい
きたいです。

開催日 令和５年９月16日（土）～18日（月）２泊３日

参加費 ２１，０００円（宿泊費、食事代、保険料など含む）
※屋久島までの往復旅費は含まない。

募集人数 12名

申し込み 右記のQRコードから申込みください。

お問い合
わせ先

屋久島環境文化研修センター
TEL：0997-46-2900
Ｍａｉｌ：kensyuu07@yakushima.jp（担当：中村）

日程

16日
（土）

・受付（13：30～）
・出会いの集い
・アイスブレイク

・水源の森散策（白谷雲水
峡）
・星空ウォッチング

17日
（日）

・シュノーケリング（一湊）
・ウミガメ孵化調査体験

18日
（月）

・ビーチコーミング／クリー
ンアップ
・思い出クラフトづくり
・解散（12：00予定）

雨となって降り注ぎ、大海原へと流れゆく水のつ
ながりを体感する３日間の旅。水源の森を歩き、ウ
ミガメたちの暮らす海へと出かけませんか？



【８月・９月の休館日】村センター・研修センター休館日は同じです。
８月：休館日はありません。 夏休み期間（7/20～8/31）は毎日開館しております。
９月：４日(月)、11日(月)、19日（火）、25日(月)

先日、来島した高校生たちのコケ調査に同行しました。屋久島の森でコケを見分けるのは至難の
技ですが、高校生たちはある方法でズバッと識別していました。
コケの中でも、変わった生態を持つ「カビゴケ」というコケについて、皆さんにもご紹介したいと思い

ます。
カビゴケとは、葉の上に這い広がって生活するコケ植物の一種です。葉から養分を取るわけではな

いので寄生とは言わず、また葉に害をもたらすこともありません。そして、最大の特徴がスーッと鼻を
通すような、湿布に似た匂いを持つことです（近づけばすぐに分かるほど匂いが強い！）。これを踏ま
えて、高校生たちはコケの匂いを嗅ぐことで、カビゴケか否かを識別し、研究を行っていたのです。
カビゴケの生息には多湿な環境と清浄な空気が必要であり、屋久島の森では沢沿いで多く見つけ

ることができます。しかし、全国的な分布については森林伐採・ダム建設などが影響して、減少が懸念
されています。
森の中からふとスーッとした匂いがしてきたら、その源はカビゴケかもしれません。ぜひ一度立ち止

まって、嗅覚を頼りに葉の上にあるカビゴケを探してみて下さい。

インストラクター 寺本 望（のぞみん）

事務局長 池田 洋一

●「まるりん」に１日１回
応援投票を！！

財団のキャラクター「まるりん」が、
ミュージアムキャラクターアワード2023の
人気投票に参加しています。

９月７日（木）まで、おひとり様１日１回
投票が可能です。ぜひ、ＱＲコードを読み
取り、「まるりん」を応援してください。

「まるりん」をとおして、一緒に屋久島を
全国に発信しましょう！！

私の出身は大隅町岩川、弥
五郎どん祭りが有名な町だ。
自然が豊かで、見渡しても緑
が多い土地である。

空き家となっている実家の
草取りによく帰省するが、同
じ緑でも屋久島のそれは違う。
深く、濃く、そして、いろんな色
がある。草や木の太さ、高さ

もまったく違う。屋久島に戻る船から眺めるたび、毎
回、そう感じる。

また、屋久島に住んで４か月が経つが、家の中にゲ
ジゲジ、ムカデ、さらに今まで見たことのないような虫
がいた。カブトムシやクワガタなどの昆虫は好きだが、
こうした虫は苦手である。職場の同僚に「ゲジゲジが
出た。」と話したら「それだけ屋久島は自然が豊かな
んですよ。」と言われ、なるほどと納得した。

屋久島に赴任してから縄文杉、千尋の滝しか見に
行っていないが、これからいろいろなところを見て、体
験して、世界自然遺産・屋久島を五感で楽しみたい。


